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伊藤電機　株式会社

この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。

代表取締役社長　伊藤　剛明 氏
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会社概要

◆本社所在地 

◆業 種 ・ 製 品

◆創    業

◆資 本 金

◆従 業 員 数

大阪府茨木市上野町 26 番 9 号

プリント基板の実装、電気検査、組立

1971 （昭和 46） 年 7月

1,000 万円

30 名

凡
事
徹
底 私が経営において大切にしている言葉は「凡事徹底」です。

当たり前のことを、特別熱心に、しかも徹底的にやり続ける。
この地道な実践こそが、組織の根幹を支えると信じています。

具体的には、教育哲学者・森信三先生の「時を守り、場を清め、
礼を正す」という三原則を、私自身の、そして組織の行動指針と
しています。時間を守り（約束を守る）、掃除を徹底し（気づく力
を養う）、先手の挨拶と返事を行う。こうした一つひとつの「凡事」
が、未来を創る「種まき」になります。

相田みつを先生は、「まいた種はかならず芽を出す。よい種に
はよい芽が、わるい種にはわるい芽が、忘れたころにかならず芽
を出す」と説かれました。特別なことを追うのではなく、「約束
を守る」「整理整頓」「言行一致」という当たり前の「良い種」を
まき続けることで、それはいつか信頼という大きな実りをもた
らします。
「凡事を徹底すれば非凡になる」。時代が変わっても揺るがな
い原理原則を貫き、これからも社員と共によい種をまき続けて
いきます。

企業サイトにリンクします

17

March 2026 ● 商工振興


